
 

 

【誤りやすい事例 ⑥‐申告書第11表関係‐】 

被相続人以外の名義の財産（預貯金） 

私（国税一郎）は、父（国税太郎）の死亡に伴い、父の自宅の金庫を確認したところ、父名
義の預金通帳のほかに、私名義の定期預金証書を見つけました。この定期預金は、父の収入か
ら預け入れたものであり、父が管理・運用をしていました。 
また、私は過去にこの定期預金について、贈与を受けたことはありません。 

 
第11表には、被相続人

である父名義の財産だけ

を記入すればよいと考

え、私名義の定期預金は

記入しませんでした。 

 
名義にかかわらず、被

相続人（父）が資金を拠出

しているなど、被相続人

の財産と認められるもの

は相続税の課税対象とな

ります。 

あなた名義の定期預金

が被相続人の財産と認め

られるときには、第11表

に記入することとなりま

す。 

○ 被相続人名義以外の財産 
 
  名義にかかわらず、被相続人が取得等のための資金を拠出していたことなどから被相続人の財産と認められるもの

は相続税の課税対象となります。したがって、被相続人が購入（新築）した不動産でまだ登記をしていないものや、

被相続人の財産と認められる預貯金、株式、公社債、貸付信託や証券投資信託の受益証券等で家族の名義や無記名の

ものなどの被相続人名義以外のものも、相続税の申告に含める必要があります。 

正しい取扱いは、下記のとおりです。 

 

誤 

正 

現金預

貯金等 

▲  ８  18 

国税 太郎 

380,000 現金 
○○市△△１ 

丁目１番１号 380,000 

2,187,200 普通預金 
○○銀行 

△△支店 
2,187,200 

5,006,123 定期預金 〃 5,006,123 

6,700,400 〃 〃 6,700,400 

国税 二郎 

国税 二郎 

国税 二郎 

国税 一郎 

〃 

〃 

〃 

（小計） （14,273,723） 

現金預

貯金等 

▲  ８  18 

国税 太郎 

380,000 
現金 

○○市△△１ 

丁目１番１号 380,000 国税 二郎 

2,187,200 普通預金 
○○銀行 

△△支店 2,187,200 国税 二郎 

5,006,123 定期預金 〃 5,006,123 国税 二郎 

6,700,400 〃 

〃 

6,700,400 国税 一郎 

〃 

〃 

（小計） （18,774,703） 

4,500,980 
   〃 

（国税一郎名義） 

〃 

4,500,980 国税 一郎 〃 

現金預

貯金等 

〃 

〃 

〃 

〃 

現金預

貯金等 

〃 

〃 

〃 

〃 


